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Profile─わだ　ゆうじ
長寿科学振興財団リサーチレジデントな
どを経て現職。日本官能評価学会常任理
事，日本基礎心理学会理事なども務める。
著書は『味わいの認知科学：舌の先から
脳の向こうまで』（共編著，勁草書房），『認
知心理学ハンドブック』（分担執筆，有斐
閣），『商品開発のための心理学』（分担執
筆，勁草書房）など。

この人をたずねて

■和田先生へのインタビュー

─「食」をテーマにした研究を
始められたきっかけについてお聞
かせください。
　私は，院生時代は多感覚知覚を
テーマにしていて，学位論文は時
間知覚について書きました。その
後，大学の助手になりました。当
時，多感覚知覚にたくさんの研究
者が取り組みはじめた時期でし
た。そこで，私は多感覚知覚の知
見や方法などを用いて，何か新し
い研究ができないかなあ，と考え
ていました。その頃，「食」に関
する心理学分野には動物行動が
バックグラウンドの方はいらした
のですが，感覚・知覚系の人は少
なく，ニッチであるように思いま
した。
　当時（2005年）の食総研（食
品総合研究所）では，高齢者食に
ついてのプロジェクトがあって，
食品物性や，官能評価，脳機能な
ど，バラエティに富んだ研究者が
参画していました。「ここなら，
何かおもしろいことができるかも
しれない」と思い，ポスドクとし

て食総研に入りました。
　ですが，食総研に入る以前は

「食」に関する研究は全然してい
なかったんです（笑）。加えて，
食総研には心理の研究者がいな
かったので，最初は何から手をつ
けたらいいかわかりませんでし
た。幸運だったのは，近所の大学
と研究所に味嗅覚の心理学的研究
のエキスパートがおり，私のボス
がそういった方々に自由に相談に
いかせてくれる寛大な方だったこ
とです。それで，なんとか研究を
進めることができました。
─「食」の研究をされていて，
おもしろいと感じられるのは，ど
ういうところですか。
　食総研に入る前の話ですが，大
学では院生や学部生といろんなこ
とをさせていただきました。ま
た，形の記憶とか，SD法を用いた
研究などもお手伝いしていまし
た。そのときに，いろいろな方法
で知覚や感性を測るおもしろさを
感じていました。
　このようなおもしろさは「食」
の研究にも当てはまるのかと思い
ます。「食」の心理には，さまざ

まな要因が影響を与えていて，ア
ウトプットも無限に考えられま
す。なので，実験要因の切り出し
方のセンスが問われます。心理学
的に意味があるファクターを抽出
することはもちろんですが，他分
野の食品関係の人たちがそれを
みて，「おもしろい，役立ちそう」
と思いそうなところを上手く切り
出すこともそうです。そこが大変
だと言えば大変だし，おもしろい
ところでもありますよね。
　たとえばイチゴの傷の検査は，
実際の現場では見た目で行ってい
るそうです。その関係の論文にも
ノギスで計測された傷に見える部
位の大きさが報告されていまし
た。しかし，心理学者として，ど
ういう視覚手がかりから人間がイ
チゴの傷を認識するかは特に問わ
れていないのが不思議でした。そ
こで，食品の傷や鮮度の知覚の研
究をはじめたのです。人間の知覚
系が利用する食品の状態の知覚手
がかりを探る，というアプローチ
は食品研究の中心的な分野である
農学ではあまりなく，ある程度は
注目していただいているようで
す。
─他に研究をする上で，気をつ
けていることや意識していること
はありますか？
　一般的な実験心理学では，他の
条件は一切変えず，ある要因の程
度だけを変えていって，その要因
と知覚の関係を閾値のシフトなど
から検討する，というような研究
が多いです。このような厳密にコ
ントロールされた刺激を用いた研
究ももちろん素晴らしいと思うの
ですけど，私は，たくさんの知覚
的変数がある中で，ロバストな要
因を検討することを心がけていま
す。というのは，実際に食品を観
察するのは，非常にノイジーな環
境であり，そのような環境の中で
も不変なファクターを抽出しない
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この人をたずねて

と，日常的な人間の知覚を解明し
たことにはならないですし，他分
野の食品関係の人たちに役立つ知
見として認識してもらえないから
です。
　他には，実験を計画する上でコ
ントロール群を工夫することは大
事だと思っています。実験群はす
ぐに思いつきますが，コントロー
ル群がおざなりな研究っていう
のは，ぐずぐずになってしまいま
すから。実は実験群より，コント
ロール群のほうがその研究の良し
悪しを決めると思います。コント
ロール群を考えるときには，プレ
ゼンをする場面をイメージしてい
ます。最終的に何を主張するの
か，それには何と比較するのが妥
当なのか，そこは常に心がけてい
ますね。
─では，最後に，若手の研究者
に向けて，何かメッセージをお願
いします。
　僕，自分が若手だと思っている
のですけど，もうみなさんから見
て若手じゃないんですかね（笑）。
心理学の人は，ヒトを対象にした
実験計画などのスキルについて，
いい訓練を受けているはずなの
で，そこは自信をもっていいと思
います。ヒトの心理・行動の計測
の仕方について，いろんなカード
を持つことができれば，学際的な
研究をするときにも便利だと思い
ます。
　心理学は，いろいろな方面から
おもしろいと思ってもらえている
ので，企業に身をおいて研究する
チャンスもあると思います。いわ

ゆるアカポスは減っているので，
今後の学位取得者には大切な選択
肢になるでしょう。その機会を
得るには，いろいろな研究に目を
向けてみることが大事だと思いま
す。心理学の中でも自分と違う分
野の研究もたまにはみて，興味の
幅を拡げておく。そうすれば，心
理学者の仕事の幅も拡がるんじゃ
ないかなあ，と思っています。

■インタビュアーの自己紹介

インタビューを終えて（栗延）
　和田先生とのお話の中で，最も
印象に残ったのは，先生が心理学
分野も食品関係分野も意識しなが
ら研究を進めていらっしゃるとい
うことです。私は自身が介護福祉
士であることから，高齢者福祉に
関わる心理学の研究を進めており
ますが，施設職員の方，高齢者の
方，また高齢者のご家族の方々に
とっても役に立つような研究をし
たいといつも心がけています。
　特に私は，福祉の現場に出向い
て実験を行う機会が多いので，現
場の人に理解してもらえるよう
に計画を説明したり，結果を報告
したりする必要があります。和田
先生は他分野の人たちがそれを
みて，「おもしろい，役立ちそう」
と思いそうなところを上手く切り
出すことを意識されていたり，実
際に食品を観察する環境から研究
を計画しておられることなどをお
話ししてくださいました。私も同
じような考え方を持っていたため
強く共感することができ，また現
場の人を意識することはやはり重

要なことだということを再認識す
ることができました。

インタビューを終えて（富田）
　私は大学院生の時，実験心理学
の研究室に所属し，心理学的に意
味があると考える研究を行って
きました。その後，ポスドクにな
り，フィールドに近い研究を行い
ながら，心理学分野以外の人々に
役立つ研究というものを意識しは
じめました。実験室外での研究経
験がそれまでほとんどなかったた
め，統制できない要因の多さに悩
みましたが，和田先生へのインタ
ビューで「非常にノイジーな環境
の中でも不変なファクターを抽出
することが他分野，世の中の人に
とって役立つ知見になる」と伺
い，これこそ今まさに意識しなけ
ればならないことなんだなと痛感
いたしました。
　また，現在，私は自動化した機
器の学習に関心があるのですが，
その関係もあり，心理学以外の分
野の人々に接することが増えてき
ました。そうすると，どの分野の
人々にどのような点を主張しなけ
ればならないのか考えながら実験
計画を練ることも増えてきまし
た。そうする中で，心理学分野に
インパクトがあり，かつ，他分野
にもインパクトがあるような研究
を計画することの難しさと重要性
を感じております。和田先生のお
話は，今後の研究活動を行う上で
大きな糧になったと感じておりま
す。

Profile─とみた　あきとし
筑波大学システム情報学系助
教。2013年，大阪大学大学院人
間科学研究科博士後期課程修
了。大阪大学大学院人間科学研
究科特任研究員，筑波大学人間
系研究員を経て現職。博士（人
間科学）。専門は認知心理学。

Profile─くりのぶ　たけし
東京都健康長寿医療センター研
究員。2014年，首都大学東京大
学院人文科学研究科博士後期課
程修了。筑波大学人間系研究員
を経て現職。修士（社会福祉
学），博士（心理学）。専門は認
知心理学。


